
全国の公害資料館や公害関係者（団体）が一堂に会し、『新しい  

公害教育』について考えるフォーラムに参加しました。  

 

12 月 15 日（金）から 17 日（日）まで、公益財団法人公害地域再生センター（あ

おぞら財団）主催の「第 5 回公害資料館連携フォーラム」が大阪市立大学（杉本

キャンパス）で開催され、当資料館からは職員 1 名が参加しました。 3 日間の日

程で全国から集まった公害資料館、ＮＰＯ、公害関係団体等が各地の取組みや課

題を共有し、これからの「新しい公害教育」について考えました。  

 

初日は、フィールドワークとして、西淀川・公害と環境資料館をはじめ、工場

群や関連施設を見学し、西淀川で起こった騒音・大気汚染に関して学びました。    

2 日目は、京都外国語大学教授の東自由里氏より『記憶の繋ぎ方：場所の力と

メモリアル』という演題での基調講演があり、ドイツなどヨーロッパの負の遺産

（第二次世界大戦の被災地）の展示保存や資料保存の事例を紹介しながら、負の

遺産と記憶を教育へ繋げることの大切さについてお話がありました。  

 基調講演に引き続き、分科会が翌 17 日（日）まで行われ、当資料館は、「公害

と差別を考える」と「語り部からの学びを深める」の 2 つのテーマに参加し、熱

い議論を交わしました。  

 

最終日には、全体会として分科会での話合いの成果を踏まえ、その中で出た課

題に対する解決策を模索し、フォーラムを継続して開催することの重要性を会場

の参加者とともに確認しました。  

このように、普段立場の違いからなかなか会することのない方々が、『公害』

や『教育』という共通のテーマで一緒に考え、話し合うことでお互いの考えや果

たす役割について共有し、お互いの理解を深めることができた 3 日間となりまし

た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
フィールドワークの様子①  

（尼崎工場群）  

 
 
 
 
 

 

 
フィールドワークの様子②  

（淀川堤防）  

 
 
 
 
 

 



2 月 18 日（日）開催、『イタイイタイ病を考える県民フォーラム』に  

ご期待ください。  

 

2月 18日（日）、資料館 2階交流学習ルームにおいて、『イタイイタイ病を考え

る県民フォーラム』を開催します。  

今年で 6回目の開催となるフォーラムでは、次代を担う小学生や高校生による

学習・研究成果の発表を行います。また、記念講演として、女優の紺野美沙子氏

を迎え、「国連開発計画（ UNDP）親善大使として、見たこと、感じたこと」をと

いう演題で、ご自身の活動や経験を交えて講演いただきます。幅広い分野で活躍

されている紺野美沙子氏のお話しにもご期待ください。  

 

皆様、このフォーラムを通してイタイイタイ病や環境の大切さについて考えて

みませんか。  

なお、参加にあたっては、事前申込が必要です。案内チラシ裏面の申込書に必

要事項を記入の上、2月 7日（水）までにファックス又はハガキでお申し込みくだ

さい。ただし、先着順とし、定員（ 120名）になり次第、申込を締め切らせてい

ただきますのでご了承願います。  

多くの方のご参加をお待ちしております。  

 

※案内チラシは、資料館ホームページからもダウンロードできます。  

（ URL： http://www.pref.toyama.jp/branches/1291/）  
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